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深田遺跡（製鉄場）と猿田遺跡（工人達の集落）              調査前の深田遺跡上部 

 

上郷深田製鉄遺跡の現状保存を求める署名へのご協力ありがとうございます 

貴重な財産を未来に残すために今後も皆さまのご協力をお願いいたします。 

2019 年２～３月、「上郷深田製鉄遺跡」上部の予備調査が行われました。 

1986～87 年に発掘された先端部の遺跡と合わせれば、更に大規模な製鉄遺跡です。 

しかし、上郷開計画は発掘調査終了後、遺跡を破壊し商業施設や住宅を建設する計画です。 

 

ホタルのふるさと瀬上沢基金は認定 NPO 法人です。寄付金の約 50%が税控除されます 

皆様の寄付をトラスト基金（特定資産）として積み立てています。 

寄附金控除については当基金までお問合せ下さい。 

深田遺跡と谷を挟んで向かい合う猿田遺跡は、現在県立栄高校がありますが、  この学校建設の際の 1982 年に

発掘調査が行われ、古代集落の全容が明らかになりました。村には 2～3 軒の竪穴住居に住む古代 家族

（房戸）が 2 組ありました。さらに東端の高みには竪穴住居とは別格の大型掘立柱建物が 1 棟あり ます。

村があったのは奈良時代で、ちょうどこのころ深田の製鉄場が操業を始めていることから、猿田 は工人の

村とみられます。奥の高みにある大型掘立柱建物は官舎のようなもので、製鉄 

事業を指揮・監督する役人が駐在したとみられることから、深田の製鉄場は 

官営工房だったと思われます。 

参考文献：『上郷猿田遺跡』上郷猿田遺跡調査団（1983） 

『上郷深田遺跡 発掘調査概報』横浜市埋蔵文化財調査委員会（1988） 

『栄区の重要遺跡』横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター（2015） 

 
 

以下の記事は、小宮恒雄氏編集〈古代の製鉄場『上郷深田遺跡』を守ろう〉より転載させていただきました。 
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深田遺跡ではこれまでの調査によって、小型の竪型炉をいくつもならべ、炉内に谷風を引き込んで炭を燃や
し、砂鉄から鉄を取り出すという古代関東の製鉄の姿が明らかになりました。さらに今回の予備調査で背後に
続く山林部分から炉跡や鉄滓などが発見されて、製鉄遺跡がさらに大規模なものあったことが判明しました。 
 今なお多くの謎を秘めたこの貴重な遺跡が、失われるようなことがあってはなりません。そこで以下のよう
に横浜市と東急建設に要望するものです 
１．開発工区内全域のすべての台地山林部分について、埋蔵文化財の確認調査を行なうこと。 
２．深田遺跡は、上段の製鉄場の下層と、背後の山林部分が未調査であり、周囲の低地部分も試掘のみ で
調査が完了していません。これらについて十分な調査を行なうこと。 

３．調査結果を市民に公開し、重要な遺構について保存を図ること。 
４．上郷深田遺跡が貴重な地域の歴史遺産であることから、学校教育や市民の学習に活用できる資料館 的
な施設を建設すること。  （編集：小宮恒雄） 

溶鉱炉構造の特徴は、自然の地形を利用したもの 

地形が変わると古代の製鉄遺跡を実地に理解できる場が失われます 

江ノ島あたりの平野から吹き込む風が両側の山で徐々に狭められ上郷瀬上沢の深田谷戸

で一気に吹き上がる強い南南西の風を利用したとみられる自然風利用の溶鉱炉構造です。 

今でもこの地に立てば、江ノ島方面からの強い風を感じることができます。 

付近には製鉄技術をもたらしたと言われる渡来人の墓や製鉄所を管理していた役所とみら

れる奈良時代の館跡も発見されています。この付近には、縄文弥生住居跡、縄文散布地、江

戸期の横堰、古道江戸道、昭和初期の道路改修碑、第二次大戦末期の銃眼遺構などが集中

しており、学術的にも教育や文化的にも貴重な遺跡です。 

 

陳情書も諸団体から出されています 
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予備調査公開の様子（遺跡前面の谷部分）↓ 

埋蔵文化センタ―による予備調査での出土品の一部 

下段の製鉄場 
大がかりな塀の前に製鉄炉が横一列に並んでいま
す。塀を支える柱の穴は太い方形の柱穴の間に細い
円形の柱穴が規則的に配され、一直線に続いていま
す。上段にはこのような塀はないので、廃棄された
鉄滓や炉壁片を斜面下でせき止める施設だったの
でしょう。そのほか、原料の砂鉄を収納した竪穴小
屋や木炭を収納した小屋などもみられます。 

上段の製鉄場 
敷地は台地の先端に造成した横幅 40ｍ、奥行 15ｍ
ほどの平場で、平安時代には前方に製鉄炉が横一
列に並んでいました。上段は道路建設工事に影響
を及ぼさないため、発掘調査は表面だけに留め、試
掘溝を掘り下げて、下層にたくさんの遺構が埋も
れていることを確認して埋め戻されています。 

上郷舞岡線建設時の発掘調査写真 ↓↑ 

（上郷舞岡線建設時に発掘されたときの記録より抜粋） 
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瀬上沢に行こう 

5/7.5/18に東急建設による事前説明会が開かれました。今
回の開発について多くの方々から疑問の声が上がりまし
た。『7割保全するのだから緑を創出する良い計画だ』とい
うのが開発事業者の言い分ですが、今ある緑は確実に減る
のです。豊かな湿地の谷も埋め立てられてしまうのです。

 

5 月 15 日 製鉄遺跡保存の陳情書

を3,391筆の署名を添えて横浜市長

に提出 

編集後記 

基金では、クリーンアップを実施。 隔月（偶数月）第２日曜 横浜栄高校正門前に 10 時集合 

また、ご希望に応じて、ガイドツアーも行っています。 

お問合せ先：メール：segamikikin@gmail.com または FAX 045-832-9167  

 
会員募集中： 

正会員 5000 円/年 賛助会員 2000 円/年 JF 会員（会員家族・未成年者）500 円/年                 

        
※ 2019 年 6 月 30 日   第 11 回 通常総会  13：00～ 港南台地区センタ―2F 

第２部  １４：３０～１５：３０ 

講演会 講師 上郷深田遺跡を守る会 小宮恒雄氏 

                  第３部  １５：４０～１６：３０  交流会 
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